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国
内
第
一
号
の
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
訴
訟

　

私
は
、
神
奈
川
県
内
の
集
団
接
種
会
場
で
第
一
回
目
の
武
漢

ウ
イ
ル
ス
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
）
を
接
種
し
た
40
代
女
性
が
、
２
年
以
上
に
わ
た
り
動
悸
・

息
切
れ
（
心
筋
炎
・
心
膜
炎
の
疑
い
）
等
の
後
遺
症
状
に
苦
し
み

日
常
生
活
が
相
当
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、令
和
５
年
９
月
20
日
、

女
性
の
代
理
人
と
し
て
国
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
（
日
本
法
人
）
及
び

自
治
体
を
相
手
取
っ
て
６
０
０
０
万
円
余
り
を
請
求
す
る
国
家

賠
償
訴
訟
を
東
京
地
裁
に
提
起
し
た
。そ
の
記
者
会
見
の
模
様
は
、

同
日
午
後
５
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た
。

　

国
は
、〝
予
防
接
種
救
済
制
度
〟
に
基
づ
き
、
接
種
後
の
死

亡
・
後
遺
症
の
場
合
に
所
定
の
金
員
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
審
査
状
況
は
、
令
和
5
年
9
月
27
日
時
点
で
申
請

が
受
理
さ
れ
た
の
は
８
９
５
７
件
で
、
う
ち
認
定
４
５
２
０
件

（
う
ち
死
亡
２
６
９
件
、
後
遺
障
害
11
件
）、
否
認
６
４
４
件
、

審
査
待
ち
３
７
９
３
件
で
あ
る
。
そ
し
て
、前
記
認
定
件
数
は
、

な
ん
と
過
去
45
年
間
全
て
の
ワ
ク
チ
ン
被
害
認
定
数
累
計
を
超

え
る
に
至
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
熟
知
し
た
上
で
推
進
し
て
い
る

の
だ
か
ら
も
は
や
〝
虐
殺
〟
の
類
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

　

今
回
の
裁
判
で
焦
点
と
な
る
の
が
「
国
と
フ
ァ
イ
ザ
ー
間
の

損
失
補
償
契
約
（
免
責
契
約
）
の
存
在
及
び
内
容
」
で
あ
る
。

こ
の
契
約
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
は
日
本
国

内
で
ワ
ク
チ
ン
禍
が
ど
れ
だ
け
拡
大
し
よ
う
と
も
賠
償
義
務
を

負
う
こ
と
は
な
い
し
、
自
ら
が
法
的
責
任
を
負
う
必
要
が
な
い

以
上
、
品
質
や
安
全
性
の
保
持
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
下
げ
て
も

構
わ
な
い
と
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
働
く
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
る
。
か
く
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
を
製
造
す
る
巨
大
製
薬
会
社

は
巨
万
の
富
を
得
る
一
方
、
国
民
は
薬
害
に
罹
る
危
険
性
の
あ

祖
国
再
生
同
盟
代
表
・
弁
護
士
　
木
原
功
仁
哉

忍び寄るパンデミック条約

る
ワ
ク
チ
ン
を
〝
ロ
シ
ア
ン
・
ル
ー
レ
ッ
ト
〟
の
ご
と
く
接
種

さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
契
約
を
締
結
し
た
国
の

責
任
は
厳
し
く
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
裁
判
は
、
祖
国
再
生
同
盟
最
高
顧
問
の
南
出
喜
久
治
弁

護
士
の
二
名
で
対
応
し
て
お
り
、
さ
ら
に
免
疫
学
の
医
学
者
ら

の
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
最
善
を
尽
く
し
た
訴
訟
追
行
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
推
進
勢
力
に
献
上
す
る
国
費

　

令
和
２
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
市
井
の
生
活
は
一
変

し
、
飲
食
業
や
観
光
業
な
ど
で
は
倒
産
や
廃
業
が
相
次
ぎ
、
路

頭
に
迷
う
人
々
が
続
出
す
る
一
方
で
、
巨
大
製
薬
会
社
や
巨
大

Ｉ
Ｔ
企
業
と
そ
の
関
連
企
業
は
典
型
的
な〝
勝
ち
組
〟と
な
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
前
（
令
和
元
年
12
月

通
期
決
算
）の
売
上
高
５
１
０
億
ド
ル
を
１
０
０
０
億
ド
ル（
令

和
4
年
12
月
決
算
）
に
倍
増
さ
せ
、〝
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
〟
の

モ
デ
ル
ナ
は
令
和
元
年
12
月
通
期
決
算
の
売
上
高
６
０
０
０
万

ド
ル
を
１
９
０
億
ド
ル
（
令
和
4
年
12
月
決
算
）
と
、
な
ん
と

約
３
０
０
倍
に
急
成
長
さ
せ
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
も
グ
ー
グ
ル
の
親
会
社
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

も
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
売
上
高
（
１
０
０
０
～
２
０
０
０
億
ド
ル
の

規
模
）
が
、
コ
ロ
ナ
禍
後
で
売
上
高
を
い
ず
れ
も
１
・５
倍
程
度

増
大
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
巨
大
製
薬
会
社
や
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
が

〝
ウ
イ
ル
ス
様
様
〟
に
富
を
蓄
積
さ
せ
て
い
く
結
果
と
な
っ
た
が
、

果
た
し
て
偶
然
に
生
じ
た
と
言
い
切
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

我
が
国
で
は
第
一
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
令
和

2
年
4
月
に「A

ccelerator for A
ccess to Covid-19 

」（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
を
加
速
す
る
取
り
組

み
）
と
題
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
・
製

造
支
援
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
参
加
者
は
、
テ
ド

ロ
ス
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
）、マ
ク
ロ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
）、

デ
ア
・
ラ
イ
エ
ン
（
Ｅ
Ｕ
欧
州
委
員
会
委
員
長
）
の
ほ
か
、
ビ

ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
（
世

界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
）、
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
（
感

染
症
流
行
対
策
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
合
）、
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
（
ワ
ク
チ
ン
連
合
）
な
ど
の
団
体
で
、
い
ず
れ
も
コ
ロ

ナ
禍
前
か
ら
ワ
ク
チ
ン
を
推
進
し
て
き
た
団
体
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
ゲ
イ
ツ
財
団
は
、
令
和
２
年
～
３
年
期
に
Ｗ
Ｈ

Ｏ
に
対
し
て
7
億
５
０
０
０
万
ド
ル
も
の
寄
付
（
ド
イ
ツ
に
次

　
　

忍
び
寄
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約

ワ
ン・ワ
ー
ル
ド
経
済
か
ら
の
脱
却 

③
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ぐ
第
二
位
）
を
し
て
い
た
。
同
財
団
の
主
宰
者
は
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
創
業
者
の
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
で
あ
り
、
同
財
団
か
ら
モ

デ
ル
ナ
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
等
の
製
薬
会
社
に
数
百
億
円
単

位
の
投
資
を
し
て
ワ
ク
チ
ン
製
造
工
場
を
建
て
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
はT

ED
2010

会
議
で

「Innovating to zero!
」
と
の
演
題
で
講
演
し
た
際
、
世
界

の
人
口
が
増
加
し
続
け
て
食
糧
危
機
に
陥
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
新
ワ
ク
チ
ン
や
生
殖
関
連
産
業
（
筆
者
注
：
人
工
中
絶
を

含
む
）
に
よ
り
十
分
な
成
果
を
収
め
れ
ば
10
～
15
％
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
た
。
現
に
、
フ
ァ
イ
ザ
ー

の
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
〝
脂
質
ナ
ノ
粒
子
〟
が
体
内
か

ら
排
出
さ
れ
ず
に
女
子
の
子
宮
に
蓄
積
し
不
妊
症
と
な
る
リ
ス

ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
令
和
2
年
～
3
年
期
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
寄

付
額
は
４
億
３
０
０
０
万
ド
ル
と
第
六
位
で
あ
り
、
我
が
国
は

令
和
２
年
ま
で
に
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
に
対
し
て
９
５
０
０
万
ド
ル
を
拠

出
し
、
さ
ら
に
令
和
3
年
6
月
に
は
日
本
政
府
と
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の

共
催
で
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
・
ワ
ク
チ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
、

日
本
政
府
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
（
途
上
国
向
け
ワ
ク
チ
ン
調
達
の

た
め
の
国
際
的
枠
組
み
）
に
８
億
ド
ル
を
拠
出
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
令
和
3
年
6
月
17
日
付
け
公
明
新
聞

に
よ
る
と
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
が
こ
の
８
億
ド
ル
も
の
拠
出
を
さ

せ
る
の
に
功
労
の
あ
っ
た
山
口
那
津
男
・
公
明
党
代
表
に
対
し

て
感
謝
状
を
贈
っ
て
い
る
。
な
お
、
創
価
学
会
・
公
明
党
は
、

松
あ
き
ら
元
参
院
議
員
を
は
じ
め
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を

熱
烈
に
推
進
し
て
き
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
実
関
係
を
羅
列
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
初
期
の

時
点
で
ワ
ク
チ
ン
推
進
の
国
際
的
な
枠
組
み
が
完
成
し
つ
つ
あ

り
、
は
じ
め
か
ら
〝
ワ
ク
チ
ン
推
進
〟
と
い
う
世
界
的
潮
流
が

出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
〝
魑
魅
魍
魎
〟
の
中
に

我
が
国
は
ほ
し
い
ま
ま
に
国
費
を
供
出
さ
せ
ら
れ
て
き
た
現
実

を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
が
締
結
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
か

　

令
和
5
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
に
、m

RN
A

ワ
ク

チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
、
モ
デ
ル
ナ
）
の
基
礎
と
な
っ
た
技
術
を

開
発
し
た
ア
メ
リ
カ
・
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
二
人
の
研
究

者
が
選
出
さ
れ
た
。

　

従
前
の
生
ワ
ク
チ
ン
や
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
鶏
卵
を
使
用

し
て
ウ
イ
ル
ス
を
培
養
す
る
と
い
っ
た
工
程
が
必
要
で
あ
る
た

忍び寄るパンデミック条約

め
原
液
の
製
造
ま
で
に
1
年
以
上
か
か
る
が
、m

RN
A

ワ
ク

チ
ン
は
こ
れ
を
大
幅
に
短
縮
で
き
、
ワ
ク
チ
ン
の
需
要
に
応
じ

て
迅
速
に
量
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
医
学
的
な
お
墨
付
き
を
与
え
た
の
が
ノ
ー
ベ
ル
医
学

生
理
学
賞
の
授
与
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ワ
ク
チ
ン
推
進
勢

力
の
さ
ら
な
る
攻
勢
が
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
」
の
締
結
で
あ
る
。
令

和
5
年
5
月
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
の
テ
ド
ロ
ス
が
、
感
染
症
へ

の
対
応
を
強
化
す
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
を
1
年
以
内
に
締
結

で
き
る
よ
う
各
国
に
交
渉
を
促
し
た
。
そ
の
内
容
と
し
て
想
定

さ
れ
る
の
は
、
締
結
国
の
国
民
に
対
す
る
〝
ワ
ク
チ
ン
接
種
義

務
〟
条
項
で
あ
る
。
つ
ま
り
、ワ
ク
チ
ン
推
進
勢
力
に
と
っ
て
、

人
工
ウ
イ
ル
ス
作
製
、m

RN
A

ワ
ク
チ
ン
製
造
、
そ
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
義
務
の
合
わ
せ
技
に
よ
り
〝
マ
ッ
チ
ポ
ン
プ
〟
的

に
ワ
ク
チ
ン
の
需
要
も
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の
武
漢

ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
も
、
平
成
20
年
に
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
を
受
賞
し
た
リ
ュ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
や
、
平
成
27
年

に
同
賞
を
受
賞
し
た
大
村
智
博
士
が
、
と
も
に
人
工
ウ
イ
ル
ス

の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
今
後
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
生
物
兵
器
と
し
て
製
造
さ
れ
て
拡
散
さ
れ
意
図

的
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
推
進
勢
力
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
の
締
結
国
に

ワ
ク
チ
ン
を
〝
押
し
売
り
〟
す
る
こ
と
が
悲
願
で
あ
り
、
か
つ
、

合
法
的
に
反
ワ
ク
チ
ン
勢
力
を
弾
圧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
法
的
根
拠
は
、
占
領
憲
法
（
日
本
国
憲
法
）
98
条
2
項
に
定

め
る
〝
条
約
の
無
条
件
遵
守
義
務
〟
で
あ
り
、
同
条
同
項
は
、

条
約
が
占
領
憲
法
よ
り
も
優
先
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
左
翼
勢
力
が
い
か
に
〝
接
種
し
な
い
自

由
（
人
権
）〟
を
声
高
に
主
張
し
て
も
占
領
憲
法
よ
り
も
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
条
約
が
優
先
す
る
た
め
無
意
味
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

占
領
憲
法
は
、
ア
メ
リ
カ
が
我
が
国
を
属
国
と
す
る
た
め
に

制
定
さ
れ
、
そ
の
実
質
は
有
効
な
憲
法
と
は
い
え
ず
、
我
が
国

が
講
和
独
立
を
達
成
す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
締
結
し

た
講
和
条
約
（
帝
国
憲
法
13
条
）
で
あ
る
（
眞
正
護
憲
論
）。

我
が
国
民
を
〝
薬
漬
け
〟
に
す
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
を
阻
止

す
る
に
は
、
改
憲
論
・
護
憲
論
の
前
に
〝
占
領
憲
法
の
効
力
論

争
〟
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
た
論
争
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。


